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元気な声がいっぱい!町民ふれあいの祭典開催

軋感興蟻翳薗重患四囲i

｢歌謡シヨ-｣がはじまると特設会場は人でいっぱいに!

二みんなの元気､笑顔がいっぱい｡三

河内町の秋を華やかに彩るイベント『 '0 6輝いて河内いきいき祭』が11月1日から3日まで開催されま

した｡

特iこ､ 3日の｢文化の日｣は､澄み渡る青空の下､各種クラブや､児童･生徒の作品展(トレ-ニングセ

ンタ-内)､ 30を超える各撞模擬店(総合グラウンド)の他､特設ステ-ジでの『水前寺清子歌謡シヨ-』､

¥ 『大抽選会』等が催され町内外からの多くの来場者でにぎわいました｡

†野高町長､酒井議会議長から水前寺清子さんに　† 『かわち☆きつすくらぷ』は｢南中ソ-ラン｣と｢かわちドンシャ
花束が贈られました｡　　　　　　　　　　　　　　ラダンス｣の踊りを披露しました｡

広一徹かわち
減184:/=リ1月(¥o 152)



醒躍
†各種模擬店はたくさんの来客で大盛況
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僅臆は第5分鯉口

優　勝　第5分館188点

準優勝　第3分館1了2点

第3位　第2分館169点

▲息を合わせて｢みんなでジャンプ｣

さあ､アンカ-対決I勝つのはどっちだi?

地区対抗リレ葛(中学生女子)

▲飴がなかなかみつからないよへ
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澱め孫⑳銘顔鍋武郎萌旋掴

10月9日､秋晴れのもと第8回河内町民運動会が総合グラウンドを会場iこ開催されました｡

昨年､一昨年と天候不良のため中止となっていたため3年ぶりの開催となりました｡当日は､昨

年までの鬱憤をはらすかのような好天Iこ恵まれ､各分館の選手や子ともたちは各競技で熱い戦い

を繰り広げました｡

峯署長
▲お母さんと-緒I 『ボ-ル運び競争』

▲なかなかパンが取れないよへ
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▲力の限り､引き合いましたi接戦の末へ優勝は第3分館にI

I- -+--

▲デッドヒ-トの結果､勝ったのは第2分館i i
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河内第一幼稚園と源清田･長竿･金江津保育所の各保育所では,平成19年き

度に入図･入所を希望する児童を次のとおり募集します｡

河内第-布_庵~苗　｢

◆募集人員　80人

◆児童の年齢

･ 2年保育　平成14年4月2日から平成15年

4月1日までに生まれた児童

･ 1年保育　平成13年4月2日から平成14年

4月1日までに生まれた児童

※預かり保育をしています｡

◆募集期間11月21日(火)から12月9日(金)まで

◆受付時間　午前9時から午後5時まで

◆申請方法　募集期間内に幼稚園に備えてある

｢入園申込書｣に記入のうえへ　提出

してください｡
i

◆申込み･問合せ先　河内第一幼稚園　　　　　　音

曾84-3589

◆募集人員(継続入所児童含む)

･源清田保育所12〇人　曾84-2657

･長　竿保育所　　60大　智84-2508

･金江津保育所1 2〇人　曾86-261 6

◆入所条件　児童の保護者のいずれも就労や病気､

出産又はへ家族の看護のため､児童

の保育にあたれない等の家庭

◆児童の年鈴
･ 3歳へ5歳　平成13年4月2日から平成16年

4月1日までに生まれた児童

i 3歳未満児　平成16年4月2日以降に生まれ

た乳幼児

◆申込方法

入所申込みに必要な書類一式に,必要事項を

記入のうえ,受付日にご持参ください｡ (書類

は12月1日より役場町民課と各保育所に用意い

たします｡)

◆受付及び面接日程

各保育所とも平成19年1月10日(水)午前9時

一午後3時まで田丁保健センタ臆にて行います｡

※申し込み受付時に簡単な面接を行いますので､

お子さんを同伴のうえ､おいでください｡

◆問合せ先

町民課保育所係　曾84｢21 1 1(内線182)

製造事業所の皆様へ　統計調査にご協力ください

平成18年工業統計調査を12月31日現在で行います｡

調査の実施に当たっては,本年12月から来年1月にかけて調査員が伺います｡

なお,調査票に記入していただいた内容については,統計法に基づき秘密が　経済産業省

厳守されますので､正確なご記入をお願いします｡
茨　城　県

河　内　町

潮解鰯盤寡I!



町民の快適な健康づくりの推進を目指して

保健センター燈より
-メタポリツクシンドロ-ムはどうして怖い?-

今テレビなどでよく目にする｢メタホリックシンドロ-ム｣とは､内臓脂肪が蓄積した腹部肥満に脂質

異常､血圧高め､血糖高めなどの悪い仲間が重なった状態のことをいいます｡ -つ-つは軽症で症状は窺

いのですが､これらが複数重なることで,心臓病や脳血管疾憲をひきおこす動脈硬化の危険率が何十倍に

も増えることがわかり､盛んに予防の必要性が話題になっているわくナです｡

メタポリツクシンドロ-ムかどうかチェックしてみましょう

腹部肥満　　　　　　　　　　　　　　　　①脂質:中性脂肪1 5 0同g/d A'以上かつ/又は

(おへその高さの腹囲を測る)　　　　　　　　　HDLコL' 2テロ-ル40mg/d�決�0

男性　85c m以上　　　　　　十　　　②血圧:最高血圧130爪mH gかつ/又は最低血圧85m州g

女性　90cm以上　　　　　　　　　　�ﾈﾉ9ﾃｨｿ9Z�鳧ﾈﾉ9ﾉ&ﾃ�����ﾖr��

腹部肥満十①から③の項目が2つ以上当てはまるとメタホリックシンドロームといわれる状態です｡

(診断基準は2005年4月のものです)

内臓脂肪の蓄積が悪い仲間を集める

内臓脂肪とは､内臓の周りにつく脂肪のことです｡この脂肪が多くつくと,肝臓で合成される中性脂肪

が増え血液がどろどろになってしまいます｡さらに､すい臓で作られるインスリンの働きが低下して血液

中に糟がたまり血糖値が上がり血液はべ夕べタな状態になります｡そして過剰な内臓脂肪からは悪玉物質

が作られ､それiこよって血管が収縮し血圧が上がります｡

今体調がいいから大丈夫･ ･ ･ ･?

誰もが病気にはかかりたくない､自分は大丈夫､と思うものです｡それはなぜでしょうが?今現在症状

が何も無いからだと思います｡ですが､メタホリックシンドロームなどからくる動脈硬化は､症状が出て

始めて気づ<ことが多い病気なのです｡見つIナなければ予防できない､それを見つけ出すために誕生した

のがメタホリックシンドロームなのです｡

悪の元凶､内臓脂肪を減らすためi二は

体重が1-2k g減っただけで,ズボンがゆるくなったという経験はありませんか?内臓脂肪で太ってい

るかどうかはウエストサイズで分かるんです｡さらにお腹の脂肪は溶けやすいので体重をほんの少し減ら

すことで､おなかの周りは随分すっきりすることが実感できると思います｡

●そのために出来ることから始めてみましょうi
･適正体重を維持する｡適正体重(kg)こ身長(m) ×身長(m) ×22

･腹八分目を心がIナる｡

･適度な運動を継続する｡ (とiこか<歩くだIナでも効果はあります)

･アルコ-ルはほとほとIこし､タバコはやめる｡

･睡眠･休息は十分にとり､ストレスを上手に解消する｡

/i:解かわら
I///吸'I屈/ ///I (¥〃 I,アブ)

●

●
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◆問合せ先◆

河内町長等3689-1

河内町教育委員会事務局生涯学習G

曾0297-84-2843 (中央公民館内)

自己の充実･啓発や生活の向上のために,自発的に自分にあった方法で

生涯を通じて行う学習･ ･ ･それが『生涯学習』です｡

『生涯楽習のとびら』では､定期的に生涯学習に関する情報(案内や結

果など)を提供､お知らせしていきます｡

第18国会国生涯学習フェスティバル

『窯撼欝堵5?もO麟㊧昌a①①㊤ 』開催
期　日:10月5日(木)一9日(月･祝)

主会場　笠松運動公園･県民文化センタ-

お父さんお観さんとお悪手作り!

-家庭教育学級移動教室(河内第一幼稚園) -

).　　　　　　　-　　　　　　　.t

踊, ,笠,jgr盤芸I:

国
内
で
も
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な
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参
加
体
験

型
の
生
涯
学
習
イ
ベ
ン
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『
ま
な

び
ピ
ア
い
ば
ら
き
2
0
0
6
』
　
が

笠
松
運
動
公
園
､
そ
の
他
県
内
各

地
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

河
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は
地
元
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の
歌
人
大

野
誠
夫
の
歌
集
､
歌
書
な
ど
の
展

示
や
､
河
内
町
特
産
品
を
出
展
し

た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
｡開
催
期
間
中
は
荒
天
に
よ
る
中

止
　
(
6
-
7
日
)
　
と
い
う
ア
ク
シ

デ
ン
ト
に
も
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
､

河
内
町
内
の
小
中
学
生
も
見
学
を

し
､
い
ろ
い
ろ
な
形
で
の
生
涯
学

習
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
｡
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日
､
龍
ヶ
崎
市
中
柴
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
の
会

場
で
河
内
第
一
幼
稚
園
の
園
児
と

保
護
者
が
参
加
し
､
お
菓
子
作
り

体
験
を
し
ま
し
た
｡
今
回
の
体
験

は
､
同
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
-

内
の
ハ
ロ
-
ズ
ガ
-
デ
ン
様
の
ご

好
意
で
招
待
さ
れ
た
も
の
で
､
家

庭
教
育
学
級
の
移
動
教
室
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
｡

家
庭
教
育
は
､
親
が
子
ど
も
に

対
し
て
行
う
教
育
で
､
基
本
的
な

生
活
習
慣
や
豊
か
な
情
操
､
他
人

に
対
す
る
思
い
や
り
や
善
悪
の
判

断
な
ど
社
会
的
な
マ
ナ
-
な
ど
を

身
に
つ
け
る
上
で
重
要
な
役
割
を

担
う
も
の
で
す
｡
こ
の
学
習
を
保

護
者
が
計
画
的
･
継
続
的
に
行
う

こ
と
を
家
庭
教
育
学
級
と
い
い
ま

す
｡
当
日
は
､
園
児
と
保
護
者
4
4
名

が
参
加
し
､
ク
ッ
キ
-
の
形
つ
く

り
か
ら
焼
き
上
げ
､
そ
し
て
後
片

付
け
ま
で
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
体
験
し
ま
し
た
｡
園
児
た

ち
は
笑
顔
で
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い

の
形
の
ク
ツ
キ
-
を
作
っ
て
い
ま

し
た
｡



輝いて三可l申し､きし､きj祭
′-イ乍品.貝･若鮎発表会…

･会場:農業者トレーニングセンタ-ほか

河内町体育協会事業

上山王)ま_3ゴ
ビ-デポ-ルバレー大会

◆期　日◆ 10月22日(日)

◆会　場◆　農業者トレ〇二ングセンタ-

優　勝　マツケン

準優勝　スカイリバ〇

第3位　第4分館
優勝したマツケンのみなさん

平成? 9年成人式のお知らせ

日　時　平成19年1月7日(日)

受　付　9:30へ　　式典10:00へ

会　場　中央公民館･農村環境改善センタ-

対象者言可内町内在住､町内中学校卒業者

(S61 4.2へS62　4 1生まれ)

平成18年"成人祝賀パ-ティ-''から

今後の行事予定
12月2日(土)かわちチャレンジスク-ル

｢おもしろ理科先生がやってくる　へプ-メランを作ろう､とはそうへ｣

12月9日(土)親子ふれあい料理教室≪ケ-手作り(予定)≫

12月1了日(日)歩け歩け会(雨天中止)

みなさん､奮ってこ参加ください｡お問合せは中央公民館までお願いします｡

■
広敷かわち
I/<'/好18Z手11〃 (1o I.J-2)

‖
月
-
-
3
日
の
い
き
い
き
祭
で

は
､
メ
イ
ン
会
場
の
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
ほ
か
に
､
ト
レ
-
二
ン
グ
セ
ン

タ
-
で
､
美
術
･
古
典
芸
能
･
幼
児

児
童
生
徒
作
品
･
文
学
･
生
活
文
化

の
　
｢
作
品
展
｣
､
改
善
セ
ン
タ
-
多

目
的
ホ
-
ル
(
3
日
)
で
は
　
｢
芸
能
発

表
会
｣
　
(
舞
踊
･
民
謡
･
大
正
琴
･

詩
吟
他
)
　
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

両
会
場
と
も
演
技
や
力
作
を
前
に
､

多
く
の
人
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

し
た
｡



これからも明るく楽しく元気に!

→平成18年度敬老福祉大会開催一

謝辞を述へる福田直三郎さん

河内町チ-ムが団体3位の好成績

一第4回交通安全高齢者自転車競技茨城県大会へ

大会に参加した選手と関係者のみなさん

酬,, ,7芳gr盤去H

_
 
o
月
1
 
5
日
､
河
内
中
学
校
体
育
館
を
会

場
に
､
町
内
の
7
0
歳
以
上
の
方
を
招
待
し

敬
老
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

式
典
に
お
い
て
､
百
四
賀
之
褒
賞
(
-

o
4
歳
･
-
名
)
百
三
賀
之
褒
賞
(
1
0
3

歳
･
-
名
)
百
二
賀
之
褒
賞
(
-
o
2
歳
･

2
名
)
　
百
寿
褒
賞
(
-
o
o
歳
･
-
名
)

長
寿
褒
賞
(
9
9
歳
-
9
5
歳
以
上
･
2
7
名
)

や
米
寿
褒
賞
　
(
8
8
歳
･
3
5
名
)
､
傘
寿
褒

賞
　
(
8
0
歳
以
上
･
-
3
3
名
)
､
高
砂
夫

妻
　
(
共
に
8
0
歳
以
上
･
3
4
組
､
前
年
受
賞

者
は
除
く
)
　
の
表
彰
が
行
わ
れ
褒
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
､
受
賞
者
を
代
表
し
て

福
田
直
三
郎
さ
ん
よ
り
お
礼
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
｡

ま
た
､
当
日
は
小
中
学
生
に
よ
る
福
祉

作
文
の
発
表
や
､
歌
謡
バ
ラ
エ
テ
ィ
-
シ
ョ
-

等
の
他
､
河
内
中
音
楽
部
に
よ
る
吹
奏
楽

演
奏
が
披
露
さ
れ
楽
し
く
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
｡

_
 
o
月
2
7
日
､
那
珂
市
の
那
珂
総
合
公
園

ア
リ
-
ナ
に
お
い
て
第
4
回
交
通
安
全
高

齢
者
自
転
車
競
技
茨
城
県
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
｡

こ
の
大
会
は
､
近
年
､
高
齢
化
社
会
が

進
み
高
齢
者
の
自
転
車
事
故
が
多
発
･
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
自
転
車
競
技
大
会

を
開
催
す
る
こ
と
で
高
齢
者
の
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
と
運
転
技
能
の
向
上
を
図
り
､

交
通
事
故
防
止
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
､
当

日
は
､
茨
城
県
内
の
2
8
警
察
署
管
内
の
代

表
2
8
チ
-
ム
　
(
-
-
2
名
)
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
｡

河
内
町
チ
-
ム
は
竜
ヶ
崎
警
察
署
管
内

を
代
表
し
て
出
場
し
､
団
体
の
部
で
､
見

事
第
3
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
｡

ま
た
､
個
人
の
部
に
お
い
て
も
佐
川
寅
さ

ん
(
平
三
郎
)
が
第
4
位
入
賞
の
好
成
績
を

収
め
ま
し
た
｡
選
手
の
皆
さ
ん
､
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

高
齢
者
だ
け
で
な
く
自
転
車
等
を
利
用

す
る
方
､
自
動
車
を
運
転
す
る
方
は
日
頃
か

ら
交
通
安
全
の
意
識
を
も
っ
て
交
通
事
故
防

止
を
心
か
け
ま
し
ょ
う
｡



は月tO=千川)居 

茨城県議会蟻買主麒選肇の投票国雷電r｡ 
◆告示日12月1日(金) 

◆投票日12月10日(日)午前了時一午後8時まで 

一投票日に投票できない方へ期日前投票制度のご案内… 

投票日当日､仕事やレジャーなどで投票にいけない方は､期日前投票をすることができます｡ 

◆期間12月2日(土)へ12月9日(土) 

◆投票時間午前8時30分一午後8時 

◆場所河内町中央公民館 

◆持参するもの投票所入場券 

※入場券が紛失､未着等の場合は.本人であることが確認できるもの(運転免許証･保険証など)を 

持参してください｡ 

選挙は､皆さんが政治に参加するための大切な機会です｡必ず投票しましょう｡ 

◆問合せ先◆河内町選挙管理委員会(総務課内)a84-2111(内線121へ123) 
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俳

　

句

　

が

わ

も

俳

面

会

稿
耳
の
い
つ
し
か
通
し
敬
老
日
大

　

関

　

さ

　

と

無
造
作
に
秋
草
活
け
て
一
人
の
夜
田

　

沼

　

和

　

子

ゆ
っ
た
り
と
生
き
よ
と
空
に
鰯
雲
橋

　

爪

　

か

　

ん

手
を
合
わ
す
菊
に
委
ね
し
誤
れ
か
な寺
　

田

　

節

　

子

肌
寒
し
無
限
の
波
の
九
十
九
里

吉

　

田

　

四

　

郎

松
手
入
れ
あ
そ
び
の
入
る
鋏
吉

澤
　
横
　
と
し
お

聖
堂
の
塔
の
高
さ
や
秋
潔
し

杉

　

原

　

利

　

代

雨
に
濡
れ
ネ
オ
ン
に
濡
れ
て
秋
の
旅鴻
　

野

　

た

　

け

花
ち
ら
す
雨
の
目
覚
め
と
な
り
に
け
り
大
　
野
　
志
げ
子

パ
ン
ク
車
を
押
し
て
帰
る
や
そ
ぞ
ろ
寒

岩

　

泉

　

栄

　

治

芋
の
菜
の
露
の
命
を
こ
ぼ
し
け
り
大

　

塚

　

一

　

重

一
膳
の
飯
の
旨
さ
や
豊
の
秋

川

　

口

　

ふ

　

く

蛙
兜
や
惑
え
る
齢
は
遠
く
過
ぎ

遠

　

藤

　

正

　

雄

そ
ぞ
ろ
寒
遅
れ
癖
つ
く
古
時
計

田

　

中

　

康

　

夫

饉

　

歌

　

か

わ

も

檀

歌

会

稲
刈
り
を
癒
す
が
ご
と
-
河
内
町
に
童
謡
流
る
る
タ
や
け
小
や
け

四
万
十
の
澄
ん
だ
流
れ
の
船
へ
り
で
川
底
の
石
撮
み
た
く
な
り

|-

己
ぬ
る
哉
チ
ャ
ン
ネ
ル
合
わ
せ
待
ち
居
し
に
坦
め
れ
ば
十
二
時
既
に
廻
れ
り

買
っ
て
来
し
卓
の
り
ん
ど
う
開
か
ね
ば
告
白
な
ど
が
し
た
く
な
る
夜

行
き
つ
け
の
店
相
次
ぎ
て
閉
店
す
世
の
様
変
り
憂
え
る
ば
か
り
(
生
板
)

緑
陰
が
一
さ
わ
涼
し
く
見
え
る
と
き
梅
雨
の
あ
い
間
は
空
を
挑
む
る

消
し
ゴ
ム
て
消
し
た
る
過
去
の
幾
つ
あ
り
今
日
よ
り
の
日
課
悔
い
な
く
遇
さ
む

た
め
ら
ひ
を
持
ち
て
秋
菜
を
間
引
き
を
り
選
別
と
い
ふ
は
残
酷
な
こ
と

青

　

野

　

清

一

石

　

山

　

候

.

江

久

　

松

　

浩

　

喜

庄

　

司

　

登

千

子

山

　

田

山

　

口

君青

　

木

マ
サ
エ

か
げ
郎

玉

　

翠保
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◇豊田新利根土地改良　3期◇

徴収日は11月30日です

蕾蓮◎ぎ蕾㈲
(敬称略)

中金江津子とも会

12, 213円

上金江津地区

盆踊り大会収益金

13, 150円

散　大古　勉様

100, 000円

臆社会福祉協議会ヘ音

皆様からお預かりした寄付金
等は,趣旨に添って大切に使
わせていただきます｡ありが

とうございました｡

広一撒かわぢ
平成18牢11方　角'a｣52)

生
活

個
人
事
業
税
の
納
付
は

期
限
内
に
-
･

1
 
1
月
は
､
個
人
事
業
税
(
定
期

課
税
分
)
の
第
2
期
分
の
納
付
時

期
で
す
｡

_
 
-
月
中
ご
ろ
に
県
税
事
務
所
か

ら
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
､

お
近
く
の
金
融
機
関
か
県
税
事
務

所
の
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
｡

な
お
､
便
利
な
口
座
振
替
に
よ

る
納
税
制
度
も
あ
り
ま
す
｡
口
座

を
お
持
ち
の
県
内
の
金
融
機
関

(
郵
便
局
は
除
く
)
で
簡
単
に
手
続

き
が
で
き
ま
す
の
で
､
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
｡

問
合
せ
先

稲
敷
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課

Ⅲ

o

2

9

･

8

9

2

-

6

-

-

4

不
正
軽
油
の
取
締
り
に
ご
協
力
を

(
不
正
軽
油
/
B
D
F
)

不
正
軽
油
は
犯
罪
で
す
｡

･
灯
油
や
重
油
を
そ
の
ま
ま
車
の

燃
料
と
し
て
販
売
･
使
用
｡

･
軽
油
を
灯
油
や
重
油
で
水
増
し
｡

･
灯
油
や
重
油
を
混
和
し
て
製
造

し
た
油
を
｢
軽
油
｣
と
偽
り
販
売
･

使
用
｡環
境
破
壊
を
伴
う
こ
れ
ら
の
脱

税
行
為
　
(
軽
油
取
引
税
3
2
･
1
円

/
㍑
)
　
に
つ
い
て
､
県
で
厳
し
く

取
締
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
､
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
｡

ま
た
､
廃
食
油
な
ど
か
ら
つ
く

る
　
｢
B
D
F
　
(
バ
イ
オ
デ
ィ
-
ゼ

ル
フ
ュ
エ
ル
)
｣
　
も
､
課
税
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
､
製

造
･
使
用
前
に
必
ず
県
税
事
務
所

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
｡

連
絡
先

不
正
軽
油
1
-
0
番

Ⅲ

o

-

2

0

-

2

4

1

-

7

4

4

Ⅲ

o

2

9

-

3

0

1

-

2

4

3

9

土
浦
県
税
事
務
所
課
税
第
一
深

皿

o

2

9

-

8

2

2

-

7

2

-

2

博

o

2

9

-

8

2

2

-

7

3

6

2

竜
ヶ
崎
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
潰
瘍
性
大
腸
炎
･

ク
ロ
-
ン
病
講
演
会
】

¥

日

　

時

平
成
1
 
8
年
1
 
2
月
-
日
(
金
)

午
後
3
時
-
4
時
3
0
分

/
`
.
,
場
　
所

竜
ヶ
崎
保
健
所
　
2
階
大
会
議
室

龍
ヶ
崎
市
2
9
8
3
-
1

∵
内
　
容

①
講
演
｢
潰
瘍
性
大
腸
炎
と
ク
ロ
ー

ン
病
の
最
近
の
知
見
｣

諮
師
　
筑
波
大
学
附
属
病
院

消
化
器
内
科
医
師
　
柴
原
健
先
生

②
相
談
会

ア
ド
パ
イ
ザ
-

筑
波
大
学
附
属
病
院

消
化
器
内
科
医
師
　
柴
原
健
先
生

総
合
病
院
取
手
協
同
病
院

薬
剤
師
　
高
崎
茂
雄
先
生

対
象
者

潰
瘍
性
大
腸
炎
と
ク
ロ
-
ン
病

の
患
者
や
家
族

へ
)
申
込
み
方
法

竜
ヶ
崎
保
健
所
ま
で
お
電
話
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
｡

Ⅲ

o

2

9

7

-

6

2

-

2

3

6

7

へ
参
加
費
　
無
料

【
小
児
心
臓
病
講
演
会

及
び
個
別
相
談
会
】

､

目

　

時

平
成
1
8
年
_
2
月
9
日
(
土
)

午
後
1
時
3
0
分
-
4
時
洲
分

(
受
付
　
午
後
1
時
-
1
時
3
0
分
)

､
¥
場
　
所

土
浦
保
健
所
　
大
会
議
室

土
浦
市
下
高
津
2
-
7
-
4
6

Ⅲ

o

2

9

-

8

2

1

･

5

3

9

8

'
内
　
容

①
講
演
会
　
｢
心
臓
疾
患
児
の
日
常

生
活
に
お
け
る
注
意
点
や
将
来
に

つ
い
て
｣
　
午
後
1
時
3
0
分
-
2
時

3
0
分
　
5
0
名
程
度
(
先
着
順
)

②
医
師
に
よ
る
個
別
相
談
会

午
後
2
時
4
0
分
-
4
時
3
0
分

講
師
‥
筑
波
大
学
臨
床
医
学
系

小
児
科
助
教
授
　
堀
米
仁
志
先
生

6
名
程
度
(
先
着
順
)

③
茨
城
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
-

の
難
病
相
談
支
援
員
､
ピ
ア
相
談

員
に
よ
る
相
談
･
情
報
交
換
会

(
②
と
別
室
で
同
時
進
行
)

4

.

,

対

　

象

心
疾
患
児
を
も
つ
児
童
の
保
護

者
､
関
係
者
等

◇
申
込
み
方
法

土
浦
保
健
所
健
康
増
進
課
ま
で

お
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
｡

Ⅲ

o

2

9

･

8

2

-

-

5

3

9

8
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そ
の
他

･
個
別
相
談
は
予
約
制
(
申
込
み

先
着
順
　
6
名
程
度
)

･
1
歳
-
未
就
学
児
の
保
育
(
無

料
‥
先
着
順
_
 
5
名
)
　
が
あ
り
ま
す

の
で
､
ご
希
望
の
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
｡

主

　

催

竜
ヶ
崎
保
健
所
･
土
浦
保
健
所
･

つ
く
ば
保
健
所

大
好
き
い
ば
ら
き

就
職
面
接
会
の
お
知
ら
せ

大
学
･
短
大
･
専
修
学
校
等
の

平
成
_
 
9
年
3
月
卒
業
予
定
者
及
び

卒
業
後
-
-
2
年
程
度
で
､
就
職

の
決
ま
っ
て
い
な
い
方
々
を
対
象

に
　
｢
大
好
き
い
ば
ら
き
就
職
面
接

会
(
後
期
)
｣
　
を
開
催
し
ま
す
｡

当
日
は
､
求
人
す
る
企
業
(
1

2
0
社
予
定
)
が
参
加
し
採
用
選

考
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
､
履
歴
書
を
複
数
持
参
の

う
え
､
ご
参
加
く
だ
さ
い
｡
事
前

の
参
加
申
込
み
は
不
要
で
す
｡

〈
開
催
日
･
場
所

(
水
戸
会
場
)

平
成
_
8
年
‖
月
2
7
日
(
月
)

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ユ
-
水
戸

水
戸
市
宮
町
1
-
6
-
1

(
つ
く
ば
会
場
)

平
成
_
8
年
月
月
o
O
日
(
木
)

(

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

つ
く
ば
市
小
野
崎
4
8
8
-
1

※
各
会
場
と
も
､
午
前
の
部
1
 
0
時

訓
分
-
-
 
2
時
3
0
分
､
午
後
の
部
〇

時
3
0
分
-
3
時
3
0
分
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
が
､
参
加
企
業
数
が
一

定
数
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
､
午

後
の
部
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
す
｡

労
働
政
策
課
ホ
-
ム
ペ
-
ジ
ま
た

は
電
話
に
て
､
最
新
情
報
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
｡

つ
問
合
せ
先

県
労
例
政
策
課

Ⅲ

o

2

9

-

3

0

-

-

3

6

4

5

労
働
政
策
課
ホ
-
ム
ペ
-
ジ

h
H
[
)
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
i
b
a
r
a
k
i
.

j
p
¥
す
こ
k
y
e
k
一
〇
¥
s
y
害
k
(
三
¥
川
s
e
i

¥
i
コ
d
e
x
.
h
一
目
-

(
参
加
予
定
企
業
を
公
表
し
て

い
ま
す
)

ワ
ー
ク
フ
ェ
ア

o
了
開
催

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
｡

∵
日
時平
成
_
8
年
_
2
月
_
3
日
(
木
)

午
後
-
時
-

(
受
付
_
2
時
3
0
分
開
始
)

)
場
所
土
浦
京
成
ホ
テ
ル

土
浦
市
川
口
2
-
-
3
-
2
-

Ⅲ

o

2

9

-

8

2

1

-

5

2

2

5

申
込
み
･
聞
合
せ
先

ハ
ロ
-
ワ
ー
ク
罷
ケ
崎

皿
o
o
･
2
了
2
了
(
学
卒
担
当
)

募
集

平
成
｢
 
9
年
度
茨
城
県
立
農
業
大

学
校
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

県
立
農
業
大
学
校
で
は
､
高
校

卒
業
者
(
及
び
卒
業
見
込
み
者
)

を
対
象
に
学
生
を
募
集
し
ま
す
｡

ヾ
募
集
人
員
(
一
般
試
験
前
期
･

後
期
で
定
員
の
4
0
%
程
度
)

◎
定
員
　
農
学
科
2
0
名
､
畜
産
学

科
-
 
o
名
､
経
営
情
報
学
科
-
 
o
名
､

果
樹
園
芸
学
科
1
 
0
名
､
野
菜
園
芸

学
科
2
0
名
､
花
き
園
芸
学
科
1
 
0
名



定　例　梱　談

心配ごと相談
日　　時12月1日陰)午前10時一正午

12月15日給)午前10時一午後3時

場　　所　公民館第2分館

問合せ先　河内町社会福祉協議会

曾84-2830

教育相談
日　　時　月･水･木曜日　午後1時へ5時

場　　所　教育委員会事務局

問合せ先　曾84葛3322

圃84-4730

成田空港に関する相談
日　　時　月一金曜日　午前9時一午後4時

場　　所　㈱ふるさとかわち事務所2階

(河内町長竿1 88)

問合せ先　茨城地域相談センタ-

宙84-50 1 7

交通事故発生状況
町内の交通事故10月発生状況

(前月比) (累計)

発生件数(人身事故)　5件(十0) (59)

死者数　　　　　　0人(±0) ( 0)

負傷者数　　　　　　6人(+0) (83)

竜ヶ崎警察署調べ

戸　籍　の　窓

おめでた　　　5人

おくやみ　1 6人

転　　入　1 8人

転　　出　　23人

人口･世帯
平成18年11月1日現在

人　口　11,181人　(-16)

男　　　5,528人　(-1)

女　　　5,653人　(-15)

世帯数　　3,412世帯(-1)

役　　　　　　　場

郡4-2111教育委員会学校教育G郎4-3322

圃84-4357事務局生騨習G認諾;3

郡　市上下水道G創4-2361福祉センタ-創4-3699

整備諜報輔G創4-2921保健センタ〇割4-4486

つ　つ　み　会　館曾86-3了40給食　セ　ン　タ　-曾84-2845

地軸括支援センタ-郡0-4071防(筈‡諸)ち創4-2212

3日

10日

17日

23日

24日

いなしきクリニック

曾029置892置3372

坂本(隆)医院
曾029-892-2232

鈴木クリニック
曾029-892-3640

古橋医院
曾029-978-3770

ゆはらクリニック
曾029-894-2002

29日　　平常どおり

30日

31日

江戸崎病院

曾66-097了　　　　曾64-6111

福岡小児科医院　斎藤クリニック
曾66-3245　　　　宙64-3527

細井クリニック　みや緬州墓跡酷lノニック

曾66-2000　　　1由62-3761

兼子内科循環器科飯野クリニック
曾64-3105　　　　曾60-2323

池田病院　　　　西新道外科医院
曾64-1152　　　　曾62-0855

朝野循環器科クリニック　牛尾病院

曾62-0178　　　　8 66-6111

さくらクi)ニック　いがらしクリニック

曾029-894-2611曾65-1211　　　曾62-0936

角崎クリニック　はたの内棚葉クリニック野村医院
曾0297-87-6030　曾65-7282　　　　曾62-6561

※休日当番医は変更することがあります｡

診療を菱ける際は､必ず電話でこ確認ください｡

資　源　回　収　日　　　燃えないごみ収集日

A地区12･26　C地区　5･19　A地区　　　　C地区

9

B地区　7･21 D地区14･28　B地区　　　　D地区

騰

燃える　ごみ収集日　　　粗大ごみの予約収集日

全地区　毎週月･水,金曜日　　12月中の予約-1月6日

申i旧字

千㌔､1)臆i　　　　　　　　　　　　　　音　　音　l　　　音
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